
【会情報】 

 

【会員企業ご訪問：Vol 114】 

株式会社部屋製作所 
 

今回は、大阪府堺市にある株式会社部屋製作所（大阪南支部） 平野 壽一 代表取

締役を訪ねました。 

 

社名 株式会社部屋製作所 

所在地 大阪府堺市中区毛穴４４番１ 

資本金 ２，０００万円 

設立 昭和３７年５月２１日 

成形機 射出成形機 ５台 

従業員数 １５名 

 

 

 

 

当社は創業昭和１０年であり、

プラスチック成形加工業では古

い方ではないかと思います。当

社の社名の由来ですが、部屋

製作所の部屋は平野の屋号で

あるのですが、元々は『ヒヤ』と

読み、そのむかし神社 

（諏訪大社に由来がある）の上

の方から与えられた姓のうちの 

一つで、部屋（すむ所）が途絶 

えないようにとの願いがこめら  

れている、有難い屋号なのだ 

そうです。 

 

 

 

食品用キャップ、化粧品用キャップ、医療品用キャップを 

主に製造しています。当社の独自の技術としては、金型 

の造り込みから、品質管理・検査・アッセンブリまで自社で 

一貫したモノづくりができることがあります。 

 

 

 

 

 

平成１７年に、売上の８５％を占め４０年もの長い付き合いのあった大手メーカーとの取引が無くなっ

た時は、急な出来事でもあり廃業も考えました。しかし、振り返ってみると、創業１００周年に向かって

会社を残していきたいという思いと、仕事を発注して頂いているお客様への感謝の気持ちが、今日ま

での支えとなっていたように思います。今年７月の創業８０周年を迎える機会に長男にバトンを渡し、

会長職に就いてこれからも会社を見守り続けたいと思っています。 

 平野 代表取締役 

本社工場 

食品用キャップ（フタ） 

当社の歴史と社名の由来 

 

これまでの苦労話 

 

製造している製品 ～PRしたい製品～ 



 

 

食品の容器を扱っている為、衛生管理を徹底し、『虫の混入は会社の命取り』というスローガンのもと、

エアーシャワーを完備するなど製造現場からの異物混入を防ぐ取り組みをしています。 

また検査体制にも力をいれています。検査員による抜取り、或いは全数外観検査を実施しており、 

商品の不良品・クレームを製造現場から未然に防ぐよう心がけています。 

常に品質と衛生管理を基軸とする会社として、『プラスチック製品も食べ物と同じく、口に入れるものと

考えて扱う』ことを全従業員には徹底させています。 

ただ生産するだけではなく、お客様に樹脂の変更を提案したり、成形条件を再検討したりなど、臨機

応変に顧客ニーズに対応しています。 

小ロットの場合、ニーズに合わせた生産と納品（北海道から九州まで発送可）への対応にも取り組ん

でいます。 

  

 

 

現在は仕事があるにも関わらず人手不足で２４時間稼動ができない状況です。早く１６時間稼動から

２４時間稼動に戻して、納期に追われることなく仕事を行いたいと思っています。 

社員教育については、トラブルが発生した時は私自身の経験・ノウハウを伝えています。『伝える』こ

とは難しいですが、やはり技術の継承が大切と考えております。 

 

 

 

これからも安定的に仕事量を確保し、稼動していくためには健康が第一です。体あってのことと考え

て、社員にも無理をさせないようにしています。但し、気持ちの持ち方としては、とりあえず『やってみ

る』という取り組む姿勢が大切とも考えています。 

 

 

 

私が当社に入社した当時から西プラに入会しており、支部会などの情報交換の場へは積極的に参

加しています。今後もセミナーや補助金の情報、プラスチック成形業界の動向情報などたくさんの情

報を発信して欲しいです。 

人材・仕事の確保など、個々の会社では出来ないことを協会のスケールを生かして活動して欲しいと

思います。 

仕事の受注量は日々変動します。スポットで仕事が入った際に、人手や機械が不足していることを理

由に仕事を断るのではなく、多くの企業で協力して仕事を逃さないようにしていくような仕組みを作る

ことができれば、と思います。それをきっかけに新しい交流になり、Win-Win の関係が築くことができ、

西プラの会員企業同士の繋がりが活性化するのではないかと考えます。 

 

※会社を拝見して※ 

今回お話を伺い、一番印象的であったのは、昨今取り上げられている品質管理に対しての社長の強

い想いでした。『プラスチック製品も食べ物と同じく、口に入れるものと考えて扱う』という方針により得

た顧客からの信頼が、長年食品の仕事を受注しておられる理由だと思います。 

支部会では 

セミナーなどの情報提供はもちろん、出席者同士の交流など、西プラだから出来る役割を大切にし、

１社では出来ないことも会員企業の皆様と連携して解決できるような場を、今後は一層充実させてい

きたいと強く感じました。 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 平田・銕尾 

※本記事記載の情報については、2015 年 4 月 3日現在のものとなります。 

 掲載希望の方は事務局（06－6214－8300）までご連絡ください。 

これからの展望 

 

現在の課題 

 

協会への要望 

 

当社の方針と全従業員で取り組んでいること 

 


